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報道関係者各位
プレスリリース
2011年10月11日
東日本大震災こども未来基金
[image: image1.jpg]第２次選定、さらに７０人の支給を決定

　特定非営利活動法人（NPO法人）東日本大震災こども未来基金（高成田享理事長）は１０月１０日、仙台市内で選定委員会（渡邉剛委員長）を開き、第２次選定分として、小学生２７人、中学生２０人、高校生２３人の合計７０人に、高校卒業時まで最長５年間、月２万円の学資支援をすることを決めた。選定された児童・生徒には各学校長を通じて伝達し、今月中に１０月～１２月分からの支給を開始する予定。前回の第１次選定では３８人の児童・生徒への支給を決め７月～９月分から支給し始めているため、今回の決定で、支援する児童・生徒の総数は１０８人になる。学資支援金は贈与で返済は不要。
当基金は、東日本大震災で親をなくした子どもたちの学資を支援しようと、４月末に任意団体として設立され、募金いただいた全額を子どもたちの学資支援に使うという約束で、募金を開始した。７月にかけて、学資支援の希望者を児童・生徒の通う学校長を通じて募集したところ、岩手、宮城、福島３県から１２７人の応募があり、７月上旬に開いた第１次の選定委員会で、３８人の児童・生徒への支給を決めた。その後、８月下旬には宮城県から認可を受けて、NPO法人となった。募金には、多くの個人や団体、企業が加わっており、海外の個人や団体からの寄付も増加している。
今回の決定で、第１次分を含め、基金としての学資支援金の予定額（コミットメント）は、８６４６万円になる。これまでの基金の募金総額は、約６６００万円。なお、当基金は１０月２３日に仙台市内で、ＮＰＯ法人の理事会及び総会を開き、今回の決定を踏まえた現状報告や今後の活動方針などを決める予定。
高成田享理事長のコメント：多くの個人や団体、企業のみなさまのご協力で、第２次分として７０人の子どもたちに支援の手を差し伸べることができ、深く感謝しています。学資支援を支給する児童・生徒には、震災の困難を乗り越えて、勉学に励んでほしいという多くの人々の願いが込められていることを伝えたいと思います。今回の選定でコミットメントした支払予定額に対して、募金額はまだ不足しているので、今後も積極的な募金活動を進めるつもりです。あらためて、みなさまのご協力をお願いします。
〔プレスリリースに関するお問い合わせ〕
特定非営利活動法人　東日本大震災こども未来基金
〒980-0804　仙台市青葉区大町2-3-12-902 
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